
Coinhiveとは

Coinhiveの仕組み

◼Coinhiveの問題点

➢「不正指令電磁的記録」に当たる可能性あり

◼Coinhive設置サイトの摘発

➢マイニング参加を明示していなかったウェブサイト運営者を21人検挙[2]

→モロ氏が裁判を起こす

[1]



第1審 無罪

• 反意図性：有

• 不正性：合理的な疑いが残る

↑不正なウイルス？

第2審 有罪

• 反意図性：有

• 不正性：有

↑社会的に許容すべき点無し

モロ氏の裁判
◼裁判の争点

➢Coinhiveは「不正指令電磁的記録」？→「反意図性」「不正性」の有無[3]

◼モロ氏側の主張

➢ユーザーが知らない≠意図しない[4] → 反意図性を否定

➢×コンピュータの破壊、×情報流出[3] → 不正性を否定

[5]



現状と課題

◼現状

➢モロ氏は上告準備中

➢Coinhiveは仮想通貨「Monero」の価格暴落によりサービス終了[6]

➢警察はサイバーパトロールを実施[7]

➢設置していることを明示せずにマイニングツールを設置

→犯罪になる可能性あり[7]

◼課題

➢「不正指令電磁的記録」を定義する条文が曖昧

➢処罰が捜査機関のさじ加減ひとつに委ねられる危険性あり[3]
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